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Mucosal associated 
invariant T cellsは ILC2の
抑制を介して好酸球性気
道炎症を抑制する
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【背景】Mucosal associated invariant T cells

（MAIT細胞）の喘息病態への関与は不明な点
が多く，悪化に寄与するのか改善に寄与する
のか解明されていない．
【目的】MAIT細胞の好酸球性気道炎症への
病態関与を検討すること．
【方法】NOGマウスに，WTマウスから単離
した ILC2とMAIT細胞を豊富に持つマウス
（Va19マウス）から単離したMAIT細胞を経
静脈的に移入し，IL-33の経鼻投与で惹起され
る好酸球性気道炎症に対するMAIT細胞の効
果を検討した．さらに Va19マウスにおいて
アルテルナリア（A.A）刺激による好酸球性気
道炎症モデルを作成し肺内のMAIT細胞のフ
ェノタイプを RNAseqで検討した．
【結果】NOGマウスの検討では，ILC2単独
投与群に比し ILC2＋MAIT細胞投与群は組織
学的に炎症が抑制され，肺胞洗浄液中の好酸
球数と ILC2数，および Th2サイトカインの濃
度が有意に抑制されていた．AA刺激モデルマ
ウスの解析ではMAIT細胞は type-1に偏向し
ていた．
【結語】ILC2は IL-33刺激により好酸球性気
道炎症を誘導するが，MAIT細胞は ILC2を抑
制することで好酸球性気道炎症を抑制し，さ
らにMAIT-1 typeがこの機能を発揮している
と考えられた．

免疫組織染色に基づく腫
瘍内免疫応答（Cancer 
immunohistogram）解析
The cancer immunohistogram, 
a functional status of tumor-
infiltrating cells evaluated by 
immunohistochemistry, 
predicts the efficacy of 
checkpoint inhibitors.
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【緒言】免疫チェックポイント分子や遺伝子変異量
などが免疫療法の効果と関連することは知られてい
るが，その予測能は十分ではない．摘出腫瘍組織を
用いた免疫組織学的検査により腫瘍内免疫応答を包
括的に評価する“Cancer immunohistogram”解析の，
初期症例での解析結果を報告する．
【方法】対象は，原発巣摘除後に再発・転移病変に
対して免疫チェックポイント阻害薬を投与された 18

例（上部尿路癌 5例，膀胱癌 6例，腎癌 7例）．免疫
チェックポイント分子の発現状況および腫瘍浸潤免
疫細胞を，以下の免疫組織学的検査にて評価した（①
腫瘍内リンパ球浸潤様式，②癌抗原認識（priming

相）：HLA-DR，③ T細胞活性化：CD8, TIA-1，④ T

細胞による腫瘍認識（effector相）：HLA-classⅠ，⑤
免疫チェックポイント分子：PD-L1）．各項目を 4段
階で評価し，Cancer immunohistogramを作成．腫瘍内
リンパ球浸潤があり（inflamed type），各免疫染色項
目が少なくとも弱陽性である症例を Immune-Hot群，
それ以外を Immune-Cold群とし，治療効果との関連
を検討した．
【結果】18例中 8例（44％）が Immune-Hot群，10

例が Immune-Cold群と判定された．近接的治療効果
は Immune-Hot群で 63％（CR 3例，PR 2例，SD 3

例），Immune-Cold群で 30％（PR 3例，SD 1例，PD 

6例）であった．Immune-Hot群は，Immune-Cold群
と比較して，非増悪生存期間（未到達 vs 1.3ヶ月，p

＜0.01），全生存期間（未到達 vs 3.3ヶ月，p＝0.04）
ともに延長していた．
【結語】Cancer immunohistgramは癌免疫療法の治療
効果，治療開始後の生存期間を予測する，臨床応用
可能なバイオマーカーとなりうる．
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